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新
世
紀
プ
ラ
ン

秋田市新世紀プラン

環境と調和した
まちづくりの推進

第
九
次
秋
田
市
総
合
計
画
と
な
る

「
秋
田
市
新
世
紀
プ
ラ
ン
」
は
、平
成

十
三
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の

十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
描

く
も
の
で
す
。

下
記
の
と
お
り
、
五
つ
の
将
来
都

市
像
の
も
と
、
少
子
長
寿
社
会
や
Ｉ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
革
命
へ
の
対

応
、
環
境
問
題
、
将
来
を
担
う
人
づ

く
り
な
ど
、
時
代
が
求
め
る
七
つ
の

重
点
テ
ー
マ
を
設
け
た
の
が
大
き
な

特
徴
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
積

極
的
な
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

活
気
あ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
の
秋
田
市
政
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
算
は
一
般
会
計
が
一
千
四
十
六
億
円
、
特

別
会
計
が
八
百
四
十
五
億
円
、
企
業
会
計
が
二
百
五
十
一

億
円
で
、
総
額
で
は
二
千
百
四
十
二
億
円
と
な
り
ま
す
。

新
世
紀
プ
ラ
ン
の
骨
組
み
に
合
わ
せ
、
十
三
ペ
ー
ジ
ま

で
今
年
度
の
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
秋
田
市
の

財
政
事
情
と
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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重

点

テ

ー

マ

豊
か
で
夢
と
希
望
を
持
っ
て
生
き
る

活
力
あ
る
ま
ち

安
心
し
て
健
康
に
す
ご
す

助
け
合
い
の
ま
ち

可
能
性
を
伸
ば
し
生
き
が
い
を
持
て
る

充
実
の
ま
ち

自
ら
考
え
主
体
と
な
っ
て
参
加
す
る

開
か
れ
た
ま
ち

２３４５

秋田市新世紀プラン
将 来 都 市 像

１
環
境
と
調
和
し
快
適
に
暮
ら
す

魅
力
あ
る
ま
ち 地方分権推進による

市民主体の都市個性づくり

市民共生社会の実現

中心市街地再生による
秋田の顔づくり

秋田の将来を担う
人づくり

ＩＴ革命に伴う
社会変化への対応

５
つ
の
将
来
都
市
像
と

７
つ
の
重
点
テ
ー
マ

少子長寿社会への対応

き
ら
め
く
北
の
人
間
都
市
あ
き
た

き
ら
め
く
北
の
人
間
都
市
あ
き
た

●
今
年
度
事
業
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
十
三

ペ
ー
ジ
の
市
長
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
解
説
し

て
い
ま
す
。



民生費 24,586,616 (23.5％)

土木費 18,935,277 (18.1％)

衛生費 9,185,385 (8.8％)

公債費 14,104,144 (13.5％)

教育費 13,557,247 (12.9％)

総務費 12,960,875 (12.4％)

商工費 4,369,084 (4.2％)

消防費 3,123,334 (3.0％)

農林水産業費 1,427,212 (1.4％)

諸支出金 823,648 (0.8％)

議会費 770,590 (0.7％)

労働費 706,583 (0.7％)

災害復旧費 5 (0.0％)

予備費 50,000 (0.0％)

計　　 104,600,000千円

市　税 42,989,677 (41.1％)

地方交付税 20,127,000 (19.2％)

国庫支出金 11,654,827 (11.2％)

市　債 8,815,900 (8.4％)

諸収入 4,594,295 (4.4％)

地方消費税交付金 3,068,842 (2.9％)

特別地方消費税交付金　　　　 0 (0.0％)

繰入金 1,733,843 (1.7％)

使用料及び手数料 2,169,696 (2.1％)

県支出金 2,400,535 (2.3％)

地方特例交付金 1,437,000 (1.4％)

分担金及び負担金 953,863 (0.9％)

地方譲与税 939,078 (0.9％)

財産収入 1,907,610 (1.8％)

自動車取得税交付金 357,594 (0.3％)

繰越金 350,000 (0.3％)

その他 1,100,240 (1.1％)

計 104,600,000千円

●特別会計

平成13年度一般会計予算
歳入 1,046億円

歳出 1,046億円

●特別会計

15億 371万3千円

179億4,276万8千円

1億9,505万2千円

3,960万2千円

6億9,082万1千円

6億4,663万1千円

5億5,256万2千円

土地区画整理会計
下 水 道 会 計
市 有 林 会 計
市 営 墓 地 会 計
中央卸売市場会計
農業集落排水会計
大森山動物園会計

土 地 取 得 会 計
廃 棄 物 発 電 会 計
国民健康保険事業会計
老人保健医療事業会計
母子寡婦福祉資金貸付事業会計
介護保険事業会計(保険事業勘定)
同　上(介護サービス事業勘定)

市立病院 100億1,725万円
水道局 124億9,914万円
交通局　 25億5,163万8千円

会 計 別 平成13年度予算

会 計 別 平成13年度予算会 計 別 平成13年度予算

844億9,448万3千円
●企業会計
250億6,802万8千円

下水道や国民健康保険など特定の事業の収入を直接その支出にあてる
ため、一般会計とは区別して、下記の14の特別会計を設けています。

秋田市には下記の３つの企業会計があります。

項目 予算額(千円) 構成比

項目 予算額(千円) 構成比

03 広報あきた　４月13日号

市　税
429億
8967万7千円
(41.1％)

法人市民税
53億3544万3千円

固定資産税
210億
9459万7千円

諸税
37億
2609万 9千円

116億5482万7千円
(11.2％)

88億1590万円
(8.4％)

45億9429万5千円(4.4％)

30億6884万2千円(2.9％)

17億3384万3千円(1.7％)

21億6969万6千円(2.1％)

94億4592万円(9％)

個人市民税
128億3353万8千円

地方交付税
201億2700万円(19.2％)

国庫支出金

市　債

諸収入

地方消費税交付金・特別地方消費税交付金

繰入金

使用料及び手数料

県支出金ほか

民生費
245億8661万6千円

(23.5％)

土木費
189億3527万7千円

(18.1％)

教育費
135億5724万7千円

(12.9％)

公債費
141億0414万4千円

(13.5％)

衛生費
91億8538万5千円

(8.8％)

議会費・総務費
137億3146万5千円(13.1％)

商工費・農林水産業費・労働費
65億287万9千円(6.3％)

災害復旧費・諸支出金・予備費
8億7365万3千円(0.8％)

消防費
31億2333万4千円(3.0％)

5億8,686万8千円

7,577万3千円

193億6,162万円

284億9,442万8千円

8,530万8千円

141億3,189万6千円

1億8,744万1千円

平成13年度一般会計予算

●企業会計
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環
境
と
調
和
し

快
適
に
暮
ら
す
魅
力
あ
る
ま
ち

交通体系や道路網の整備、資源循環システムの充
実など、環境と調和した住みよい都市空間の実現に
向け、積極的に取り組みを進め、市民が快適に暮ら
す、魅力あるまちづくりをすすめます。

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら

住
み
よ
い
空
間
づ
く
り

市
の
支
出
の
う
ち
人
件
費
や
公

債
費(

借
金
の
返
済)

な
ど
、
毎
年

度
経
常
的
に
、
必
ず
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
を
「
経
常
的

経
費
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
市
税
や
地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
な
ど
経
常
的
に
入
っ

て
く
る
財
源
を「
経
常
一
般
財
源
」

と
い
い
ま
す
。

基
本
的
に
使
い
道
が
自
由
な
経

常
一
般
財
源
の
中
か
ら
、
必
ず
払

う
経
常
的
経
費
に
充
て
ら
れ
る
金

額
の
割
合
が
『
経
常
収
支
比
率
』

で
す
。
比
率
が
低
け
れ
ば
、
自
由

に
使
え
る
お
金
が
た
く
さ
ん
残
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
公
共
施

①
経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

秋
田
市
の

財
政
状
況
を

見
て
み
る
。

財
政
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
指

標
を
調
べ
て
、
秋
田
市
の
財
政
状

況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見
て

み
ま
し
た
。

(

11
面
ま
で
続
く)

70
〜
80
％
程
度
が
適
正

一第章

中
央
街
区
に
お
け
る
日
赤
・
婦
人
会
館

跡
地
の
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
事
業
の

具
体
化
に
向
け
て
、
引
き
続
き
地
元
の
か

た
や
関
係
機
関
と
話
し
合
い
を
進
め
ま
す
。

秋
田
駅
東
口
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る

(

仮
称)

拠
点
セ
ン
タ
ー
は
、
中
に
配
置
す
る

公
共
施
設
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
基
本

計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

秋
田
駅
前
北
第
一
地
区
の
市
街
地
再
開

発
事
業
や
、
楢
山
地
区
の
造
り
酒
屋
、
中

通
の
市
民
市
場
の
優
良
建
築
物
等
整
備
事

業
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。
市
民
市
場

は
、
平
成
十
五
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
設

計
や
解
体
、
整
地
、
建
設
を
行
い
ま
す
。

市
営
バ
ス
の
事
業
改
革
と
呼
応
し
な
が

ら
、
秋
田
市
に
適
し
た
新
た
な
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、
可
能
性
を

検
討
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
な
ど

の
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
す
。

高
速
道
路
と
な
る
日
本
海
沿
岸
東
北
自

動
車
道
の
早
期
整
備
を
国
な
ど
に
働
き
か

け
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
自
動
車
道
の
利
用

促
進
の
た
め
、
引
き
続
き
割
引
回
数
券
の

費
用
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

道
路
の
形
状
が
悪
く
、
渋
滞
が
著
し
い

交
差
点
を
計
画
的
に
改
良
し
ま
す
。
今
年

度
は
土
崎
商
店
街
の
秋
田
信
金
土
崎
支
店

前
の
交
差
点
の
調
査
や
設
計
を
行
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
に
、

人
が
集
う
快
適
な
空
間
を
…

美しく豊かな自然とともに発展していきたい
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設
や
道
路
建
設
な
ど
都
市
基
盤
整

備
に
回
せ
る
財
源
に
余
裕
が
あ

り
、
弾
力
的
な
予
算
が
組
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
市
に
あ
っ
て
は
70
〜

80
％
の
範
囲
に
あ
る
の
が
適
当
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
市
は
平
成
十
一
年
度
で

79
・
３
％
。
前
年
度
に
比
べ
て
減

少
し
ま
し
た
。
今
後
、
比
率
が
上

昇
し
な
い
よ
う
、
経
費
の
削
減
と

安
定
的
な
税
収
の
確
保
に
努
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

85

80

75

70

65

60

50 51 52 53 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 954 55 56 57
昭和� 平成�

（％）�

■秋田市の経常収支比率の推移�
　　　　　　　　　　（70～80％が適正範囲）�

10 11

秋
田
市
の
環
境
特
性
を
ふ
ま
え
、
環
境

負
荷
の
少
な
い
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電

な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
民
生
活
へ
の
活

用
を
考
え
ま
す
。

家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

費
を
補
助
し
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
意
識
を
高
め
る
一
助
と
し
ま
す
。

来
年
四
月
の
本
格
稼
働
に
向
け
、
御
所

野
事
業
所
の
新
焼
却
施
設
建
設
工
事
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

古
く
な
っ
た
水
道
管
の
整
備
な
ど
を
進

め
る
と
と
も
に
、
上
水
道
給
水
区
域
拡
張

事
業
と
し
て
、
太
平
黒
沢
地
区
ま
で
の
配

水
管
も
整
備
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
成
人
一
万
二
千
人

を
対
象
に
、
今
年
六
月
か
ら
Ｉ
Ｔ
基
礎
技

術
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

六
月
市
議
会
か
ら
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
よ
る
市
議
会
本
会
議
の
生
中
継
を
始
め

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
市
の
各

種
申
請
書
な
ど
を
自
宅
や
職
場
で
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
秋

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
活
用
し
や
す

く
し
ま
す
。

１
万
２
千
人
に
Ｉ
Ｔ
講
習

●

来
年
４
月
に
は
御
所
野
の

新
焼
却
炉
が
本
格
稼
働
！

IT講習は６月スタート
I T講習は、国民みんながIT(情報通信技術)

に対応できるよう、国や各地方自治体が開
くパソコンの無料講習会です。秋田市での
開催日程は、次号の広報あきたに折り込む
広告でお知らせします。

建設中の新しいごみ焼却炉

御所野事業所の新焼却炉は、ごみを燃やすと
いうより、高温で溶かしてしまう施設です。埋
め立て地に捨てられる焼却灰が大幅に削減され
るほか、溶融物(スラグ・メタル)は資源として活
用できます。また、ごみ発電も行い、場内で活
用するほか、余った電力は売電します。
３月時点での工事の進ちょく率は75％で、試

運転は今年の10月から始める予定です。

環境にやさしい新焼却炉

新事
業�

新事
業�

新事
業�

新事
業�

●対　象 20歳以上のパソコン初心者
１万2,000人

●内　容 パソコンの基本操作、文書作成、
インターネット利用、電子メール
の使い方を12時間で学ぶ

●会　場 公民館や図書館、各中学校など
市内23施設で

●申込受付 ４月27日(金)以降、往復はがき
で受け付け、抽選で決めます

未来のカタチ
新世紀プランスタート
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商店街が取り組む賑わいづくりを支援するな
ど、活力あるまちをめざします。働く場を確保し、
あらゆる世代が豊かに暮らせる秋田が目標です。

商
店
街
の
賑
わ
い

事
業
を
支
援
し
ま
す

自
治
体
の
財
政
力
の
強
さ
を
計

る
物
差
し
が
こ
の『
財
政
力
指
数
』。

こ
れ
は
、
市
税
な
ど
に
よ
る
市

の
標
準
的
な
収
入
で
、
合
理
的
、

平
均
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
た
場

合
に
、
必
要
経
費
の
ど
こ
ま
で
を

自
前
で
賄
え
る
か
を
計
る
も
の
で

す
。こ

の
数
値
が
高
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
数
値
が
１
で
あ
る
こ
と
は

必
要
経
費
を
す
べ
て
自
前
で
賄
え

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
決
算
の
秋
田
市

の
財
政
力
指
数
は
０
・
６
８
３
。

税
収
な
ど
の
減
少
で
、
前
年
ま
で

に
比
べ
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

秋
田
市
の

財
政
状
況
を

見
て
み
る
。

②
財
政
力
指
数

自
治
体
の
財
政
力
の
強
さ
を
示
す

１
に
近
い
か
超
え
る
ほ
ど
余
裕

二
第

章

高
校
生
を
対
象
に
職
場
体
験

豊
か
で
夢
と
希
望
を

持
っ
て
生
き
る
活
力
あ
る
ま
ち

多
様
な
媒
体
を
活
用
し

秋
田
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

通町商店街で行われた昼竿燈。人が集うと、まちはこんなにいきいき…

商
店
街
の
み
な
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
取

り
組
む
賑
わ
い
づ
く
り
事
業
を
支
援
し
ま

す
。
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
て
地
域
の

人
が
交
流
で
き
る
施
設
を
つ
く
っ
た
り
、

そ
の
施
設
を
使
っ
て
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動

や
研
修
会
を
運
営
し
た
り
す
る
費
用
を
、

五
百
万
円
を
限
度
に
市
が
負
担
し
ま
す
。

新
た
に
事
業
を
始
め
る
か
た
や
新
分
野

に
進
出
す
る
企
業
を
、
各
産
業
支
援
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
技
術
開
発
か
ら
販
路

開
拓
ま
で
総
合
的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

中
小
企
業
の
積
極
的
な
経
営
活
動
を
金

融
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
、
工
場
の
設
備

投
資
に
対
す
る
融
資
限
度
額
を
大
幅
に
拡

大
し
た
ほ
か
、
市
工
業
団
地
の
用
地
取
得

に
対
す
る
貸
付
利
率
の
一
部
を
市
が
補
う

制
度
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
市

独
自
の
低
利
で
長
期
的
に
利
用
で
き
る
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

若
者
の
就
業
意
欲
向
上
の
た
め
、
高
校

生
を
対
象
に
、
就
職
前
に
職
場
体
験
が
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
す
す
め

ま
す
。
ま
た
、
秋
田
テ
ル
サ
で
、
求
人
情

報
の
提
供
や
就
業
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
実
施
し
ま
す
。

秋
田
の
魅
力
を
凝
縮
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
用

企
業
の
設
備
投
資
な
ど
に

利
用
し
や
す
い
融
資
制
度

高
校
生
を
対
象
に
職
場
体
験

多
様
な
媒
体
を
活
用
し

秋
田
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
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昭和� 平成�

■秋田市の財政力指数の推移�

ゆったりした緑の空間です。来年の春オープン予定の大森
山動物園｢チンパンジーの森｣

の
Ｃ
Ｄ
　
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
制
作
す
る
ほ
か
、
夏
を

め
ざ
す
秋
田
ソ
ウ
ル
便
の
就
航
に
備
え
、

韓
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
ま
す
。

商
工
会
議
所
が
行
う「
観
光
循
環
バ
ス
」

の
運
行
を
支
援
し
ま
す
。

市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
「
ヤ
ー
ト
セ
秋

田
祭
」
の
開
催
費
を
補
助
し
ま
す
。

下
新
城
南
部
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事

業
の
工
事
を
年
度
内
に
完
了
さ
せ
、
上
北

手
東
部
地
区
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

秋
田
東
幼
稚
園
と
東
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
が
農
業
体
験
学
習
を
行
う
農
園
の
設

置
に
支
援
し
ま
す
。

砂
防
林
な
ど
を
荒
ら
す
松
食
い
虫
を
防

除
す
る
た
め
、
く
ん
蒸
や
薬
剤
散
布
を
行

い
ま
す
。

上
北
手
東
部
地
区
で

農
業
集
落
排
水
事
業
を
開
始

大森山動物園では、平成14年春のオ
ープンをめざし、「チンパンジーの森」
を建設します。ゾウやキリンのいる大型
動物舎のとなりにつくり、約300平方メ
ートルの広さの展示場になる予定。樹木
を植え、野生のチンパンジーが生息する
森のイメージを再現します。
チンパンジーが水を嫌う動物であるこ

とから、檻
おり

ではなく水路とコンクリート
の壁をうまく利用した囲いにし、動物を
観察しやすい設計になっています。獣舎
の屋上を利用した観覧デッキや室内展示
室もあります。
５頭のチンパンジーが楽しく遊べるよ

うに、新しく大きなジャングルジムやナ
ッツ割りの遊具も用意します。どうぞお
楽しみに！

大森山動物園に大森山動物園に
チンパンジーの森チンパンジーの森

商店街の賑わいを取り戻し、個性的で
魅力的な街づくりを応援する事業がスタ
ートします。
商店街にある空き店舗や空き室、空き

地などを活用し、地域の人々が交流する
施設をつくったり、その施設でいろいろ
なソフト事業を行う際に、その費用を補
助するもので、限度額は500万円。
例えば、高齢者をはじめとする地域住

民が交流するふれあいサロン、商店街の
情報発信基地、各種サークル、技能のス
キルアップをめざす生涯学習の場などの
運営に必要な費用を助成します。今年度
は、モデル的に５か所の商店街を募集す
る予定です。

商店街賑わい商店街賑わい
空間づくりモデル事業空間づくりモデル事業

通町商店街で

新事
業�

新事
業�

チンパンジーもワクワク…



七
十
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
、
バ
ス
回

数
券
千
円
分
を
五
百
円
で
購
入
で
き
る
「
高

齢
者
バ
ス
優
遇
乗
車
助
成
事
業
」を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
節
目
の
年
齢

(

傘
寿
、
米
寿
、
卒
寿
、
白
寿)

を
迎
え
る
か

た
に
、
記
念
品
を
贈
呈
す
る
「
い
き
い
き
長

寿
祝
い
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

泉
地
区
に
平
成
十
四
年
度
下
期
に
オ
ー
プ

ン
す
る
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
知

的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
・
保
育
所
・
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス
か
ら
な
る
民
設
民
営
型
の

「
福
祉
複
合
施
設
」
の
建
設
を
支
援
し
、「
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」の
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

市
内
で
二
番
目
と
な
る
知
的
障
害
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
所
。
知
的
障
害
者
が
共

同
生
活
に
よ
り
自
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

山
内
地
区
に
あ
る
知
的
障
害
者
通
所
更
生

施
設
「
杉
の
木
園
」
の
分
場
施
設
を
手
形
地

区
に
つ
く
り
ま
す
。

保
育
所
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
た
め
、

飯
島
に「
ふ
じ
保
育
園
」
を
新
設
し
ま
す
。

出
産
直
後
の
お
母
さ
ん
の
家
庭
に
出
向

き
、
家
事
や
育
児
の
援
助
を
す
る
「
マ
マ
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」を
行
い
ま
す
。

18
ペ
ー
ジ

就
学
前
の
親
子
の
遊
び
場
と
し
て
平
日
の

午
前
中
、
明
徳
、
高
清
水
な
ど
五
か
所
の
児

08

少
子
長
寿
社
会
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

ごしょの保育園の子どもたち。21世紀を担う大切な宝物です

公
債
費
は
、
道
路
、
学
校
、
公

園
と
い
っ
た
公
共
施
設
を
建
設
す

る
た
め
な
ど
に
行
っ
た
市
の
借
金

(

市
債)

の
返
済
金
で
す
。
こ
れ
が

一
般
財
源
に
占
め
る
割
合
を
公
債

費
比
率
と
い
い
ま
す
。

こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
は

硬
直
化
し
て
い
る
と
さ
れ
、
秋
田

20

５�

15

10

50 51 52 53 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1154 55 56 57

（％）�

■秋田市の公債費比率の推移�

昭和� 平成�

秋田市の財政状況を見る。③
公
債
費
比
率

借
金
返
済
の
一
般
財
源
に
占
め
る
割
合

で
き
る
だ
け
低
い
こ
と
が
望
ま
し
い

高齢者も子どもも、障害のある人もない人も、
安心して暮らせるまちづくり。利用者のニーズ
に合わせた、きめ細かな福祉サービスを提供し
ます。

安
心
し
て
健
康
に
す
ご
す

助
け
合
い
の
ま
ち

三
章

第

児
童
館
を
開
放
し
て

子
ど
も
の
遊
び
場
に

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

社
会
実
現
を
め
ざ
す
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自
分
の
好
き
な
こ
と
を
す
る
の
が
長
寿
の
秘
け
つ
？

(

八
橋
老
人
い
こ
い
の
家)

市
は
平
成
十
一
年
度
で
18
・
6
％
。

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
債

の
発
行
を
抑
え
て
い
く
必
要
に
せ

ま
ら
れ
て
い
ま
す
。

600

940

700

800

900

億円

1,000

1,100

1,200
1,137

1,030

1,206

６ ７ 各年度末８

1,300 市債残高の推移
(普通会計)

億円

９ 10

1,259 1,287

11

童
館
を
開
放
し
ま
す
。

18
ペ
ー
ジ

妊
婦
健
診
時
に
利
用
で
き
る
無
料
の
超
音

波
検
査
受
診
票
を
年
齢
に
関
係
な
く
さ
し
あ

げ
ま
す
。

四
十
歳
と
五
十
歳
に
な
る
か
た
を
対
象

に
、
歯
周
疾
患
予
防
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

市
立
病
院
の
二
十
四
時
間
救
急
医
療
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、
集
中
治
療
室
、
脳
神
経

外
科
、
心
臓
血
管
外
科
を
開
設
し
ま
し
た
。

秋
田
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
行
っ

て
き
た
基
本
健
康
診
査
・
大
腸
が
ん
検
診
の

料
金
の
助
成
に
胃
が
ん
検
診
も
追
加
し
ま
す
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
と
全
国
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
充
実
し
た
消
費
生
活
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

市
立
病
院
の
24
時
間

救
急
医
療
体
制
を
強
化

八橋老人いこいの家と飯島老人いこいの家、大森
山老人と子どもの家を活用して、おしゃれ教室や写
真教室など、高齢者が楽しめるいろいろな教室を毎
月１回開きます。

老人いこいの家で｢いきいきサロン｣を

補助
限度額

●市民税課税世帯 月5,000円
●市民税非課税世帯 月10,000円

問い合わせ 介護保険課q(866)2069

介護保険以外の介護保険以外の
福祉サービ福祉サービススも充実しましたも充実しました

おおむね65歳以上のひとり暮らしのか
たなどを対象とした、高齢者生活指導員派
遣事業(ホームヘルパー)と高齢者軽度生活
援助事業の利用時間を、４月から拡大しま
した。

要介護認定で非該当と認定されたかたが対象

問い合わせ 高齢福祉課q(866)2095

介護用品の購入費助成介護用品の購入費助成

品目が増え品目が増え、、対象者も拡大対象者も拡大

65歳以上の重度要介護者(要介護４、５)
を在宅で介護している市民税非課税世帯に
行っていた介護用品支給事業が、４月から
市民税課税世帯にも拡大されます。
また、支給の対象となる介護用品は、こ

れまで紙おむつと尿取りパッドだけでした
が、これに、使い捨て手袋、清拭剤、ドラ
イシャンプーが加わり、計５品になりまし
た。３か月ごとに領収書をまとめて、介護
保険課に申請してください。

利用回数 １日１回で１週間に２回まで

高齢者生活管理指導員派遣事業
(ホームヘルパー派遣)
調理、洗濯、掃除など家事のお手伝いな
どをします。

利用時間
と

利用料金

①１時間未満…153円　

②１時間以上１時間30分未満…222円　

③１時間30分以上２時間未満…305円

要介護認定を済まされたすべてのかたが対象

利用回数 １日１回で１か月に２回まで

高齢者軽度生活援助事業
草とりなど家まわりの手入れや簡単な修

繕、雪よせなどを行います。

①１時間以内…120円　

②１時間を超え２時間以内…240円　

③雪よせは１時間以内
(１日１回で１週間に１回まで)…150円

利用時間
と

利用料金

このほかに、高齢者生活管理指導短期
宿泊事業(ショートステイ)、高齢者生きが
い活動支援通所事業(デイサービス)、高齢
者配食サービス事業などを行っています。

・・・

・・

新事業�
新事業�

新
事
業
�

新
事
業
�



可
能
性
を
伸
ば
し

生
き
が
い
を
持
て
る
充
実
の
ま
ち

充実した学習活動や文化・スポーツ活動に親
しめる機会と環境を整え、郷土の歴史と伝統を
誇りに、市民が常に生きがいのある人生を送れ
るまちをめざします。

地
域
の
な
か
で
育
む

教
育
を
広
げ
ま
す

基
金(

積
立
金)

と
は
、
い
ろ
い

ろ
な
目
的
の
た
め
に
用
意
し
て
お

く
市
の
貯
金
と
い
え
ま
す
。

左
表
の
よ
う
に
基
金
に
は
、
市

債
を
計
画
的
に
償
還
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
る
「
減
債
基
金
」、

大
幅
な
税
収
減
や
突
発
的
な
支
出

に
備
え
る
「
財
政
調
整
基
金
」
、

ま
た
新
庁
舎
建
設
の
た
め
の
積
立

金
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た

め
の
基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
予
算
編
成
の
際
、
こ

う
し
た
貯
金
の
う
ち
、
減
債
基
金

や
財
政
調
整
基
金
か
ら
約
17
億
円

ほ
ど
を
取
り
崩
し
て
一
般
財
源
に

組
み
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

平
成
13
年
度
末
の
基
金
残
高
は
149

億
円
ほ
ど
に
な
る
見
込
み
で
す
。

秋
田
市
の

財
政
状
況
を

見
て
み
る
。

㈬
基
金
の
積
立

目
的
を
持
っ
た
貯
金
で
す

四
第

章

今
年
度
末
の
残
高
は
149
億
円

川
尻
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、

特
別
教
室
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に
開
放
す

る
「
す
く
う
る
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21
事
業
」

を
行
い
ま
す
。
地
域
の
か
た
と
協
力
し
て

い
ろ
い
ろ
な
自
主
事
業
を
開
催
す
る
な
ど
、

学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の

成
長
を
支
援
し
ま
す
。

教
育
改
革
の
柱
で
あ
る
中
高
一
貫
教
育
。

全
国
に
先
駆
け
て
開
校
し
た
御
所
野
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
で
、
一
貫
校
な
ら
で
は

の
ゆ
と
り
と
特
色
あ
る
教
育
を
進
め
ま
す
。

地
域
の
か
た
の
協
力
を
得
な
が
ら
一
人

ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
す
「
は
ば
た
け
秋
田

っ
子
」
の
授
業
や
「
ゆ
め
秋
田
21
中
学
生
会

議
」
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
英
語
指
導
助

手
を
増
や
し
た
り
、
学
校
間
を
光
フ
ァ
イ

バ
ー
で
接
続
し
た
教
育
研
究
を
す
る
な
ど
、

国
際
理
解
教
育
や
情
報
教
育
の
充
実
も
は

か
り
ま
す
。

弁
当
方
式
か
ら
茶
碗
盛
り
つ
け
に
よ
る

温
か
い
米
飯
給
食
を
、
今
年
度
は
八
つ
の

小
学
校
で
行
い
、
年
次
計
画
で
全
小
学
校

へ
の
普
及
を
は
か
り
ま
す
。

勝
平
小
学
校
の
改
築
工
事
に
着
手
す
る

ほ
か
、
飯
島
小
学
校
の
大
規
模
改
造
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

秋
田
東
中
学
校
の
武
道
場
と
築
山
児
童
館

の
改
築
を
行
い
ま
す
。

太
平
山
リ
ゾ
ー
ト
公
園
内
に
建
設
す
る

(

仮
称)

秋
田
市
青
少
年
自
然
文
化
ラ
ン
ド

は
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
様
々
な
体
験
活

(仮称)秋田市青少年自然文化ランドの完成予想図

文
化
ラ
ン
ド
建
設
も
本
格
化

学
校
を
地
域
に
開
放

10



動
が
で
き
る
宿
泊
研
修
施
設
。
平
成
十
五
年

の
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
、
中
核
と
な
る
宿
泊

研
修
棟
の
建
築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

市
立
図
書
館
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
は
か
る
た
め
、
元
旦
と
勤
労
感
謝
の
日

を
除
く
祝
日
も
新
た
に
開
館
し
ま
す
。

八
月
に
開
か
れ
る
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
秋

田
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
地
と
し
て
、
大
会
運

営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

大
町
に
あ
る
市
指
定
文
化
財
の
旧
金
子
家

住
宅
の
修
復
に
向
け
、
一
部
解
体
調
査
を
行

い
ま
す
。

御
所
野
の
地
蔵
田
遺
跡
で
は
、
御
所
野
学

院
な
ど
の
生
徒
と
市
民
の
か
た
が
一
体
と
な

っ
て
、
弥
生
時
代
前
期
の
集
落
跡
を
復
元
し

ま
す
。
今
年
度
は
造
成
工
事
を
行
い
、
来
年

度
か
ら
は
竪
穴
住
居
の
復
元
や
土
器
づ
く
り

な
ど
の
体
験
学
習
を
進
め
ま
す
。

図
書
館
は
祝
日
も
開
館

基金
財政調整基金
減債基金
地域振興基金
文化振興基金

少子化対策基金

庁舎建設基金
ふれあい福祉基金
スポーツ振興基金
短期大学運営基金
美術作品等取得基金

計

平成11年度末現在高
22億689万4千円
59億3,579万円
3億8,997万8千円
3億2,121万2千円

5億3,017万6千円

43億5,813万8千円
9億498万8千円
2億7,481万2千円
20億1,692万6千円

9,194万1千円

170億3,085万5千円

秋田市の基金の積立状況

学校を世代間交流や生涯学習の場として活用します

学校の教室を
地域に開放します

●すくうる・コミュニティ21事業

今年度は川尻小学校をモデル校に

学校と家庭と地域が一体となった教育をすすめるた
め、地域のかたがたの生涯学習の場として学校施設を
開放する、「すくうる・コミュニティ21事業」を始めま
す。来年度からの学校週５日制の完全実施などを見す
え、地域コミュニティの新しい核をつくろうというも
のです。今年度は川尻小学校をモデル校として、第２
と第４土・日曜日に実施します。
開放するのは、コンピュータ室、家庭科室、会議室、
音楽室、図工教室など。７月ごろから実施の予定です。

…教室のこんな利用を考えています
●わんぱく・すくうる21 地域のかたを講師に、交流や遊
びを通して郷土の自然や文化を学びます。親子で、史跡
オリエンテーリングや陶芸、伝承遊び、映写会などを楽
しみます。

●親子向け各種体験教室 パソコン体験、インターネッ
ト・ファミリーホームページ作成、英会話教室、手打ち
うどんに挑戦など。

●各種教室 ダンス教室　やさしい手話教室　実用書道教室
●その他 サークル活動への開放、幼児と親の子育て講座、
地域住民を対象にした市民教室の開催、地域婦人学級の
利用など。

未来のカタチ
新世紀プランスタート

●

新事業�
新事業�
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今年１月に姉妹都市のドイツ・パッサ
ウ市を訪問してきた中学生、高校生、短
大生10人のみなさん。「ごみのリサイクル
について考える」をテーマに、パッサウ市
でのリサイクルの取り組みを学び、ホー
ムステイを通じてパッサウの人々との友
情も芽生えました。「将来、何か大きな架
け橋になることができたら…」。
今年度の青少年国際理解推進事業は、

夏にロシア・ウラジオストク市を訪問する
予定で、団員は広報などで募集します。

一生忘れられない思い出に(パッサウ市役所で)

ドイツ・パッサウ市に
行ってきました
～青少年国際理解促進事業～

http://www.city.akita.akita.jp/city/pl/in/kokusairikai2000.htm
パッサウ市派遣の記録(参加者の感想)は



自
ら
考
え
主
体
と
な
っ
て

参
加
す
る
開
か
れ
た
ま
ち

市民自治の意識を醸成するとともに、市民自ら
が郷土の未来を考え、市民が主体となって地域づ
くりに参加できる開かれたまちをめざします。

福
祉
事
務
所
棟
を
建
設
。

市
役
所
窓
口
が
便
利
に

五
章

第

公
民
館
機
能
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
機
能
な
ど
を
合
わ
せ
た
複
合
公
共
施
設
、

(

仮
称)

中
央
地
域
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
大

町
に
建
設
し
ま
す
。
十
五
年
度
の
完
成
を

め
ざ
し
、
今
年
度
は
基
本
設
計
や
実
施
設

計
、
建
設
用
地
の
取
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

男
女
共
生
に
関
す
る
市
民
意
識
と
生
活

実
態
の
調
査
・
分
析
を
行
い
ま
す
。
平
成
四

年
の
前
回
調
査
結
果
と
比
較
し
、
男
女
共

生
推
進
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

市
役
所
庁
舎
北
側
の
駐
車
場
に
、
三
階

建
て
の
福
祉
事
務
所
棟
を
建
設
し
ま
す
。

本
庁
舎
と
渡
り
廊
下
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
、
相
談
の
窓
口
が
利

用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
市
役
所

駐
車
場
は
立
体
化
し
て
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
ま
す
。

市
民
課
窓
口
で
は
、
受
付
番
号
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
と
表
示
パ
ネ
ル
を
導
入
。
窓
口

の
混
み
具
合
と
交
付
の
順
番
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

七
月
予
定
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か

ら
秋
田
駅
東
西
連
絡
自
由
通
路
内
に
不
在

者
投
票
所
を
新
設
。
不
在
者
投
票
を
よ
り

便
利
に
し
ま
す
。

移
動
市
役
所
、
対
話
集
会
、
市
政
モ
ニ

タ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
広
く
意
見
、
要
望
、
提
言
を
お
聴
き

し
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

福
祉
事
務
所
棟
を
新
設
し

手
続
き
窓
口
を
ま
と
め
ま
す

シビックセンター
どんな建物？
15年度完成予定

(

仮
称)

中
央
地
域
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
は
、
中
央
公
民
館
と
旭
北
・
保
戸

野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
合
わ
せ
た
複
合
公
共
施
設
。

現
在
、
基
本
計
画
の
段
階
で
す
が
、

地
下
一
階
地
上
六
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
約
四
千
六
百
平
方
　
の
予
定
。

現
在
の
中
央
公
民
館
の
約
二
・
七
倍
の

広
さ
に
な
り
ま
す
。

体
育
室
や
音
楽
室
、
展
示
・
サ
ロ
ン

ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
生
涯
学
習

や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
町
内
会
や
子
ど

も
会
の
集
会
な
ど
に
利
用
で
き
、
市

民
活
動
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

建
設
場
所
は
、
大
町
一
丁
目
の
旧

秋
田
魁
新
報
社
跡
地
。
隣
接
す
る「
あ

く
ら
」
や
、
二
階
部
分
で
つ
な
が
る

「
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
大
町
」
と
も
自
由
に

行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
域

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

移動市役所での活発な意見交換

新事業�
新事業�
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現
在
市
役
所
本
庁
舎
と
離
れ
離
れ

に
な
っ
て
い
る
福
祉
事
務
所
を
、
市

庁
舎
に
隣
接
す
る
北
側
駐
車
場
に
新

た
に
建
設
し
ま
す
。
市
民
課
や
市
税
、

年
金
関
係
の
窓
口
の
あ
る
市
庁
舎
一

階
と
渡
り
廊
下
で
結
び
、
窓
口
を
ま

と
め
る
こ
と
で
、
各
課
に
わ
た
る
手

続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
来
年
一
月
か
ら
利
用
で

き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
市
民
課
窓
口
に
は
、
受
付

番
号
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
表
示
パ
ネ

ル
を
設
置
し
ま
す
。
表
示
パ
ネ
ル
に

は
、
証
明
書
が
で
き
あ
が
っ
た
人
の

番
号
を
表
示
。
混
み
具
合
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
席
を
外
し
て
も
呼
び
出

し
の
有
無
が
わ

か
り
ま
す
。

● Mayor’s Ｔａｌｋ

寒
さ
厳
し
く
、
雪
が
多
か
っ
た
長
い
冬

も
過
ぎ
去
り
、
新
入
園
児
、
新
入
学
生
、

新
入
社
員
な
ど
「
新
」
と
冠
の
付
く
人
々

が
目
立
つ
春
、
四
月
に
な
り
ま
し
た
。
市

の
仕
事
も
四
月
か
ら
、「
秋
田
市
新
世
紀

プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ
く
平
成
十
三
年
の
新

年
度
事
業
と
し
て
始
動
し
て
お
り
ま
す
。

三
月
議
会
で
承
認
さ
れ
た
予
算
の
大
要

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
ご
承
知
か

と
思
い
ま
す
が
、
特
徴
的
な
こ
と
を
述
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

先
ず
予
算
の
規
模
で
す
が
、「
一
般
会

計
」「
特
別
会
計
」「
企
業
会
計
」
合
わ
せ
て

二
千
百
四
十
一
億
六
千
二
百
五
十
一
万
一

千
円
で
、
昨
年
比
三
・
六
％
の
マ
イ
ナ
ス

で
す
。
こ
れ
は
、
焼
却
炉
建
設
事
業
や
中

高
一
貫
校
建
設
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
昨

年
の
段
階
で
ほ
ぼ
終
了
し
た
た
め
で
、
市

民
生
活
関
連
の
予
算
が
減
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
企
業
会
計
か
ら
は

ガ
ス
局
の
民
間
移
管
に
よ
り
「
ガ
ス
事
業

会
計
」
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
予
算
の
特
徴
は
、
職

員
達
の
ア
イ
デ
ア
を
中
心
に「
新
世
紀
特

別
枠
」
事
業
を
設
定
し
た
こ
と
で
す
。
こ

の
中
に
は
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
一
環

と
し
て
、
希
望
す
る
市
民
に
「
生
ご
み
処

理
機
」
の
購
入
費
を
補
助
す
る
事
業
や
、

Ｉ
Ｔ
革
命
に
対
応
す
る
た
め
、
約
一
万
二

千
人
の
市
民
を
対
象
に
、
公
民
館
な
ど
で

「
情
報
通
信
技
術
基
礎
技
能
」
の
無
料
講

習
会
を
開
く
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
川
尻
小
学
校
を
モ
デ
ル
に
、
特

別
教
室
な
ど
を
地
域
開
放
し
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
「
す
く
う

る
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21
事
業
」
も
「
新
世
紀

特
別
枠
」の
予
算
で
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
年
度
予
算
は
、
市
民

生
活
に
密
着
し
、
市
民
の
暮
ら
し
と
産
業

に
役
立
て
る
こ
と
を
基
本
に
し
な
が
ら
も

「
新
世
紀
特
別
枠
」
と
い
う
二
〇
〇
一
年

な
ら
で
は
の
性
格
づ
け
を
し
た
内
容
と
し

ま
し
た
。
心
配
さ
れ
る
財
政
健
全
化
の
問

題
で
す
が
、
今
年
は
、
一
般
会
計
で
は
市

債
（
借
金
）
を
三
十
一
億
円
も
減
ら
し
て
、

一
般
会
計
の
中
に
占
め
る
比
率
を
八
・

四
％
と
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
健
全
財
政

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
新
年
度
事
業
概
要
の
一
部
で
す

が
、
詳
細
は
、
今
号
の
特
集
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石川市長
新年度予算を語る

市長●石川錬治郎

市長ホットライン
４月26日(木)午前10時～11時
（0120）681・815フリーダイヤル

建設的なご意見をお寄せください。

「
新
世
紀
特
別
枠
」で
メ
リ
ハ
リ

市役所窓口を
もっと便利に

●福祉事務所棟を建設
●市民課窓口に
受付カードシステム

新事業�
新事業�
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黄色い帽子贈呈式で



●
●
●
市
長
事
務
部
局
●
●
●

【
部
長
級
】

▼
総
務
部
長
　
伊
藤
高
　
▼
総
務
部
付
理
事
・

秋
田
市
職
員
互
助
会
派
遣
　
金
田
富
英
　
▼
市

民
生
活
部
長
　
高
野
悠
紀
雄
　
▼
福
祉
保
健
部

長
兼
福
祉
事
務
所
長
　
大
山
幹
弥
　
▼
商
工
部

長
　
藤
本
六
男
　
▼
商
工
部
付
理
事
・
秋
田
市

勤
労
者
福
祉
振
興
協
会
派
遣
　
高
橋
満
男
　
▼

農
林
部
理
事
兼
中
央
卸
売
市
場
市
場
管
理
室
長

藍
原
博
　
▼
建
設
部
長
　
佐
々
木
敏
雄
　
▼
下

水
道
部
長
　
長
岐
吉
昭
　
▼
都
市
開
発
部
長

楢
橋
康
英
　
▼
都
市
開
発
部
理
事
　
木
内
鑛
生

▼
都
市
開
発
部
付
理
事
・
秋
田
市
都
市
建
設
公

社
派
遣
　
太
田
邦
男
　
▼
秋
田
公
立
美
術
工
芸

短
期
大
学
事
務
局
長
　
藤
枝

助
　
▼
市
立
秋

田
総
合
病
院
事
務
局
長
　
田
中
政
博

【
次
長
級
】

▼
総
務
部
次
長
　
内
山
真
次
　
▼
総
務
部
副
理

事
兼
防
災
対
策
課
長
　
畑
山
喜
久
雄
　
▼
総
務

部
付
副
理
事
・
秋
田
市
職
員
互
助
会
派
遣
　
成

田
忠
三
　
▼
総
務
部
検
査
監
理
室
長
　
保
坂
正

▼
財
政
部
次
長
　
田
村
力
　
▼
財
政
部
副
理
事

長
濱
谷
隆
雄
　
▼
財
政
部
付
副
理
事
・
秋
田
市

土
地
開
発
公
社
派
遣
　
滝
沢
勇
　
▼
市
民
生
活

部
次
長
　
藤
田
慶
悟
　
▼
福
祉
保
健
部
次
長
兼

福
祉
事
務
所
次
長
　
中
川
勉
　
▽
保
健
所
次
長

中
川
雅
夫
　
▼
環
境
部
次
長
　
佐
藤

是

▼
環
境
部
付
副
理
事
・
秋
田
市
環
境
保
全
公
社

派
遣
　
高
橋
征
一
　
▼
商
工
部
次
長
　
高
橋
清

▼
商
工
部
付
副
理
事
・
秋
田
市
勤
労
者
福
祉
振

興
協
会
派
遣
　
鈴
木
敏
夫
　
▼
建
設
部
次
長

鈴
木
晃
　
▼
下
水
道
部
次
長
　
横
山
通
　
▼
都

市
開
発
部
次
長
　
佐
川
弘
道

【
課
長
級
】

▼
総
務
部
付
参
事
・
秋
田
市
職
員
互
助
会
派
遣

大
門
義
廣
　
▼
人
事
課
長
兼
自
治
研
修
セ
ン
タ

ー
所
長
　
戸
田
郁
夫
　
▼
検
査
監
理
室
主
席
専

門
検
査
員
　
中
村
英
一
　
▼
財
政
部
管
財
課
長

鎌
田
潔
　
▼
管
財
課
参
事
　
佐
々
木
一
志
　
▼

資
産
税
課
長
　
伊
藤
秀
孝
　
▼
用
地
調
査
室
長

佐
藤
英
樹
　
▼
用
地
調
査
室
参
事
　
伊
藤
一
栄

▼
市
民
生
活
部
市
民
課
長
　
鷲
谷
邦
夫
　
▼
国

民
年
金
課
長
　
岡
部
い
く
子
　
▼
自
治
振
興
課

長
　
安
藤
正
之
　
▼
土
崎
支
所
参
事
　
倉
田
教

夫
　
▼
土
崎
支
所
参
事
　
加
賀
谷
晃
　
▼
福
祉

保
健
部
福
祉
総
務
課
長
　
石
谷
雄
一
　
▼
福
祉

総
務
課
参
事
　
佐
藤
義
敏
　
▼
社
会
福
祉
課
長

武
田
信
行
　
▼
母
子
生
活
支
援
施
設
長
　
渡
邉

勇
次
　
▼
保
健
所
保
健
総
務
課
長
　
豊
嶋
司

▼
保
健
所
保
健
予
防
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所

長
　
沓
澤
正
一
　
▼
保
健
所
健
康
管
理
課
長

黒
沢
光
伸
　
▼
環
境
部
環
境
総
務
課
長
　
工
藤

昌
夫
　
▼
環
境
保
全
課
産
業
廃
棄
物
対
策
室
参

事
　
畠
山
久
雄
　
▼
商
工
部
大
森
山
動
物
園
参

事
　
進
藤
繁
　
▼
農
林
部
農
政
課
長
　
斉
藤
忠

一
　
▼
農
業
環
境
整
備
課
長
　
嵯
峨
峰
芳
　
▼

林
務
課
長
　
伊
藤
秋
光
　
▼
林
務
課
参
事
　
疋

田
重
夫
　
▼
中
央
卸
売
市
場
市
場
管
理
室
参
事

鎌
田
康
夫
　
▼
建
設
部
建
設
総
務
課
長
　
安
田

美
智
男
　
▼
道
路
建
設
課
長
　
鎌
田
金
作
　
▼

道
路
維
持
課
長
　
田
口
重
憲
　
▼
下
水
道
部
建

設
課
長
　
利
部
勉
　
▼
維
持
課
長
　
片
岡
強

▼
都
市
開
発
部
都
市
整
備
課
長
　
佐
々
木
淳
一

▼
公
園
課
長
兼
公
園
施
設
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

成
田
俊
一
郎
　
▼
公
園
課
公
園
施
設
管
理
セ
ン

タ
ー
参
事
　
保
坂
正
美
　
▼
ま
ち
づ
く
り
整
備

室
参
事
　
伊
藤
隆
彦
　
▼
秋
田
公
立
美
術
工
芸

短
期
大
学
事
務
局
総
務
課
長
　
秦
孝
二
　
▼
市

立
秋
田
総
合
病
院
事
務
局
医
事
課
長
　
北
橋
洋

悦
　
▼
会
計
課
長
　
伊
東
孝
平

●
●
●
議
会
●
●
●

【
次
長
級
】

▼
事
務
局
次
長
　
富
岡
寿
夫

●
●
●
監
査
委
員
●
●
●

【
次
長
級
】

▼
事
務
局
長
　
佐
藤
明
郎

秋田市
人事異動商工部部長

藤本六男
市民生活部長
高野悠紀雄

商工部付理事
高橋満男

福祉保健部長
大山幹弥

四
月
一
日
付
け
の
秋
田
市
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
今
年
度
は
第
九
次
秋
田
市
総
合
計

画
「
新
世
紀
プ
ラ
ン
」
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
職
場

の
活
性
化
と
職
員
の
士
気
高
揚
を
は
か
る
た
め
、
積
極
的
な
人

材
登
用
や
管
理
・
窓
口
・
事
業
部
門
間
の
人
事
交
流
を
行
い
、

市
役
所
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
に
効
率
よ
く
対
処
す
る
体
制

を
整
え
ま
し
た
。
課
長
級
以
上
の
異
動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総務部長
伊藤高

総務部付理事
金田富英

教育長
飯塚明

消防長
佐藤正敏

部門間の人事交流を積極的に
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●
●
●
農
業
委
員
会
●
●
●

【
次
長
級
】

▼
事
務
局
長
　
中
川
謙
次

【
課
長
級
】

▼
事
務
局
参
事
　
三
浦
宏
和

●
●
●
教
育
委
員
会
●
●
●

▼
教
育
長

飯
塚
明

【
次
長
級
】

▼
教
育
次
長
　
渡
辺
正
樹
　
▼
教
育
次
長
　
佐

藤
健
太
郎

▼
千
秋
美
術
館
副
館
長
　
小
林
建
一

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
　
須
藤
智
明
　
▼
学
事
課
長
　
渋

谷
義
博
　
▼
学
校
教
育
課
長
　
太
田
徹
　
▼
教

育
研
究
所
副
所
長
　
藤
本
豊
隆
　
▼
秋
田
城
跡

調
査
事
務
所
長
　
石
郷
岡
誠
一
　
▼
体
育
課
秋

田
市
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
推
進
室
長
兼
務
　
田

村
信
雄
　
▼
女
性
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
　
畠
山

幸
子
　
▼
南
部
公
民
館
長
　
村
上
實
　
▼
赤
れ

ん
が
郷
土
館
事
務
長
　
吉
田
典
雄
　
▼
佐
竹
史

料
館
長
　
小
国
裕
実
　
▼
秋
田
商
業
高
等
学
校

長
　
柴
田
昭
二
　
▼
御
所
野
学
院
高
等
学
校
副

校
長
　
濱
田
眞

●
●
●
水
道
局
●
●
●

【
次
長
級
】

▼
次
長
　
高
橋
勇

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
　
大
渕
廣
　
▼
総
務
課
参
事
　
石

塚
嗣
己
　
▼
主
席
専
門
検
査
員
　
木
村
俊
之
　

▼
給
水
課
長
　
斎
藤
政
義
　
▼
配
水
課
長
　
石

塚
巌
　
▼
建
設
課
長
　
石
井
勝
昭

●
●
●
交
通
局
●
●
●

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
　
工
藤
松
雄
　
▼
営
業
課
中
央
営

業
所
長
　
佐
藤
信
孝

●
●
●
消
防
●
●
●

▼
消
防
長

佐
藤
正
敏

【
消
防
監(

次
長
級)

】

▼
消
防
次
長
　
佐
藤
昭
一
　
▼
消
防
次
長
　
池

田
征
雄
　
▼
秋
田
消
防
署
長
　
石
川
勝
直
　
▼

土
崎
消
防
署
長
　
畑
勝
政

【
消
防
指
令
長(

課
長
級)

】

▼
総
務
課
長
　
海
野
達
雄
　
▼
警
防
課
参
事

木
島
憲
悦
　
▼
予
防
課
長
　
佐
藤
千
勇
　
▼
指

令
課
長
　
佐
々
木
繁
次
　
▼
秋
田
消
防
署
副
署

長
兼
当
直
長
　
佐
々
木
勝
見
　
▼
秋
田
消
防
署

新
屋
分
署
長
兼
当
直
長
　
佐
藤
賢
治
　
▼
土
崎

消
防
署
副
署
長
兼
当
直
長
　
鈴
木
孝
一
　
▼
城

東
消
防
署
長
　
土
舘
隆
司

市立秋田総合病院
事務局長

田中政博

都市開発部付理事
太田邦男

都市開発部長
楢橋康英

秋田公立美術工芸
短期大学事務局長
藤枝 助

都市開発部理事
木内鑛生

建設部長
佐々木敏雄

下水道部長
長岐吉昭

市の機構改正
用地調査室(新設)
地方分権一括法の施行により、国の財産とな

っている里道・水路を、地域住民の生活に密着
した公共物として、市が国から譲り受けること
になりました。用地調査室では市内各地にある
里道や水路を国から譲り受けるための申請事務
を担当します。
そのほか、土地の境界などを明確にする地籍

調査の準備業務も行います。

公園課に公園施設管理センター
公園建設課と公園維持課の２課を統合し、公

園課としました。その公園課内に公園施設管理
センターを設置し、都市公園や児童遊園地など
の維持管理体制を充実します。

※このほか、民間移管によりガス局を廃止、市
営バス一部路線の民間移管により交通局東営
業所を廃止、体育課ワールドゲーム準備室は
ワールドゲーム推進室に名称変更しました。

農林部理事
藍原博

循環器内科
消化器内科・代謝科
呼吸器内科
血液・腎臓内科
神経内科

精神科(統合)

外科(統合)

歯科口腔
こうくう

外科

第一内科
第二内科
第三内科
第四内科
第五内科
神経科
精神科
第一外科
第二外科

歯科

今までの科名 新しい科名

■新設した科など
内科診療部：健康管理センター
外科診療部：脳神経外科、心臓血管外科
中央診療部：救急集中治療室

診療部

内科

外科

■変更、統合した科

市立病院の診療体制が充実し、
科名も変わりました

→
→
→
→
→

→

→

→

▼
▼
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市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
、
浄
化
槽
の
大
き
さ
に
か
か
わ
ら
ず
一

律
37
万
５
千
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
か
た

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
環
境
部
で
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

■
対
象
地
域

下
水
道
認
可
区
域
外
で
農
業

集
落
排
水
事
業
の
具
体
的
計
画
の
な
い
地
域

■
補
助
の
対
象
と
な
る
か
た

自
分
で
居
住

し
よ
う
と
す
る
住
宅(

店
舗
併
用
住
宅
も
含

む)

に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
か
た

●
申
し
込
み

環
境
保
全
課
産
業
廃
棄
物
対

策
室
q(

８
６
６)

２
９
４
３

緑
を
食
い
荒
ら
す
「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
」
が
現
れ
る
時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。
葉

の
裏
に
ア
メ
シ
ロ
の
巣
網
や
幼
虫
を
発
見
し

た
ら
、
枝
を
切
り
落
と
し
た
り
、
薬
剤
を
散

布
し
た
り
、
早
め
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
４
月
16
日
(月)
か
ら
10
月
26
日
(金)

ま
で
、
地
域
や
町
内
会
で
共
同
防
除
を
行
う

際
に
、
薬
剤
付
き
の
動
力
噴
霧
機
を
無
料
で

お
貸
し
し
ま
す
。
高
枝
切
り
ば
さ
み
は
、
土

崎
支
所
、
新
屋
支
所
の
ほ
か
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
で
も
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。
貸
出
期

間
は
平
日
に
限
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ア
メ
シ
ロ
防
除
対
策
室

q(

８
２
３)

３
０
６
１(

大
町
分
室)

、
q(

８

６
６)

２
１
４
２(

公
園
課
公
園
施
設
管
理
セ

ン
タ
ー
内)

秋
田
市
建
設
工
事
等
入
札
資
格(

土
木
工

事
業)

が
あ
り
、
休
日
や
祝
祭
日
、
夜
間
な

ど
緊
急
な
場
合
の
小
破
修
繕
に
対
応
で
き
る

業
者
が
対
象
で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

と
き
／
４
月
19
日
(木)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
／
八
橋
字
下
八
橋
の
下
水
道
部
３
階

見
学
研
修
室

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
部
維
持
課

q(

８
６
４)

１
８
６
６

印
鑑
と
買
い
受
け
代
金
を
持
っ
て
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。
最
低
公
売
価
格
は
４
万
800
円

(

消
費
税
別)

で
す
。

と
き
／
４
月
25
日
(水)
午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ
／
市
役
所
２
階
の
正
庁

●
問
い
合
わ
せ

納
税
課
納
税
担
当

q(

８
６
６)

２
０
５
８

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
土
曜
休
み
を
利

用
し
て
、
地
域
や
自
然
の
な
か
で
自
主
的
に

楽
し
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
手
助
け
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
の
バ
ン
ク
に
は
、
歴
史
・
自
然
に
関

す
る
こ
と
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
合
わ
せ
た
幅
広

い
分
野
で
、
た
く
さ
ん
の
指
導
者
や
世
話
人

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
を
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中

土
曜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
指
導
者
も

募
集
中
。
大
学
生
以
上
の
か
た
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
得
意
分
野
に
登
録
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
４
月
27
日
(金)
ま
で
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
室

q(

８
６
６)

２
２
４
５

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主
的
に

行
う
文
化
活
動
に
対
し
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
度
中
に
文
化
関
係
の
事
業
を
計
画

し
て
い
る
か
た
は
、
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
提
出
書
類
や
選
考
方
法
な
ど
、

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-市長
ホットライン

地域の課題や市の将来に向
けた建設的なご意見、ご提言
を、広く市民のみなさまから
お聴きいたします。お気軽に
どうぞ。

４月26日(木)
午前10時～11時
(0120)681・815フリーダイヤル

２
緑
の
大
敵
「
ア
メ
シ
ロ
」

退
治
は
お
早
め
に

野焼きは禁止 ４月からすべての廃棄物の野外焼却が禁止されました(法律に基づく処理は除く)。
違反した場合は、３年以下の懲役もしくは300万円以下の罰金が適用されます。q(866)2943

６
市
民
の
み
な
さ
ん
の

文
化
活
動
に
助
成

４
電
話
加
入
権
の
公
売

下
水
道
小
破
修
繕
に

つ
い
て
の
業
者
説
明
会

３

４月30日(月)は
もやせるごみだけ
収集します
４月30日(月)振替休日は

「もやせるごみ｣の収集だけを
行います。「資源化物」の収
集はお休みしますので、収集
日にあたっている地区のかた
は次回にお願いします。
●環境業務課q(863)6631

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す

１

土
曜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
で

楽
し
い
体
験
を

５
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詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
助
成
対
象

▼
芸
術
・
学
術
に
関
す
る
公
演
や
講
演
会

▼
秋
田
市
に
関
す
る
研
究
成
果
な
ど
の
刊
行

事
業
―
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

５
月
９
日
(水)
ま
で
文
化
課

q(

８
６
６)

２
２
４
６

芸
術
・
学
術
の
分
野
で
活
発
な
創
作
活
動

を
行
い
、
す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
か
た
に

審
査
・
選
考
の
う
え
、
文
化
選
奨
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
秋
田
市

民
、
ま
た
は
秋
田
市
を
拠
点
と
し
て
活
動
し

て
い
る
団
体
が
、
平
成
12
年
４
月
か
ら
13
年

３
月
ま
で
に
創
作
、
発
表
、
刊
行
し
た
作
品

で
す
。
推
薦
方
法
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

●
問
い
合
わ
せ

５
月
９
日
(水)
ま
で
文
化
課

q(

８
６
６)

２
２
４
６

秋
田
市
保
健
所
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を
受

け
る
時
、
合
わ
せ
て
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
と
梅

毒
の
検
査
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
は
無
料
で
、
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
医
師
が
相
談
を
受
け
、
採
血
し
て

検
査
し
ま
す
。
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
検
査
の
実
施
日

月
第
１
・
３
金
曜
日
、

午
前
９
時
〜
11
時
　
毎
月
第
４
水
曜
日
、
午

後
７
時
〜
９
時
　

●
申
し
込
み

健
康
管
理
課

q(

８
８
３)

１
１
８
０

在
宅
で
療
養
し
て
い
る
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
な
ど
の
難
病
や
慢
性
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
さ

ん
の
お
宅
へ
、
週
１
〜
２
回(

１
回
２
時
間

程
度)

家
事
や
介
護
の
お
手
伝
い
を
す
る
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
利
用

料
は
、
ご
家
族
の
所
得
税
額
に
応
じ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

難
病
患
者
や
慢
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
な
ど
で
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の

あ
る
か
た(

身
体
障
害
者
福
祉
法
の
施
策
の
対

象
者
や
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者
は
除
く)

●
申
し
込
み

健
康
管
理
課

q(

８
８
３)

１
１
８
０

難
病
の
か
た
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
ま
す

９

８
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
に

性
感
染
症
検
査
を

追
加
し
ま
し
た

７
文
化
選
奨
の
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

ショートステイは、在宅で知的障害者
を介護している家族が、急病、冠婚葬祭、
介護疲れなどで介護できなくなった場合、
施設で短期間(１週間以内)お世話するサー
ビスです。４月から、宿泊をしない日中
のみの利用ができるようになりました。
料金は下表のとおりです。区分内であれ
ば同じ料金で、知的障害者のための施設
(竹生寮、柳田新生寮、高清水園、おまた
の里)が利用できます。なお、これにより
宿泊のない一時預かり(レスパイト事業)
は、３月で終了しました。

問い合わせ
社会福祉課障害福祉担当q(866)2093

在宅知的障害者のショートステイ

重度
知的障害者 390円 770円 1,160円 1,550円

550円 1,100円 1,660円 2,210円
中軽度

知的障害者

消費者契約法がスタート
４月１日から、消費者と事業者との間で結ぶすべ

ての契約に適用される｢消費者契約法｣が施行されま
した。消費者が契約時に、「嘘の説明をされた」「有利
な話ばかりをし、不利益なことは話さなかった」など、
事業者側に不適切な行為があった場合は、契約を取
り消すことができます。また、契約書に消費者の権
利を不当に害する条項があった場合は契約が無効に
なります。消費生活に関する苦情や相談は秋田市消
費者センターq(866)2016へどうぞ。

消費者の利益を守る

秋田市にお住まいの満70歳以上のかた
は、１冊1,000円の高齢者専用のバス回数券
を半額の500円で購入できます。購入の際
に必要な証明書の申請は、高齢福祉課で受
け付けています。市営バス、中央交通のど
ちらでも利用できます。
なお、障害をお持ちのかたにさしあげて

いる「福祉特別乗車証」の交付を受けてい
るかたは対象になりません。

70歳以上のかたに
高齢者バス優遇制度

用意
する物

●健康保険証など本人と確認できるもの
●印鑑

申請
場所 ●市役所分館２階の高齢福祉課

問い合わせ 高齢福祉課q(866)2095

宿泊をしない日中だけ
の利用もできます

●お詫び 広報あきた３月23日号の14ページ
｢読者の伝言板｣で掲載した『バス料金が65歳
以上割引になったので…』の記事は、70歳以
上のかたを対象にした高齢者バス優遇制度へ
の感想を紹介したものでした。混乱を招く表
現をしたこと、お詫びいたします。(広報課)

4時間
未満

４時間以上
８時間以内

8時間
を超える

サービス
内容

日中利用
宿泊利用

17 広報あきた　４月13日号
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２歳になった日から２歳２か月
になる前日までのお子さんを対象
に、市内の委託医療機関で行って
います。対象者には２歳児歯科健
康診査用アンケートと健康診査票
をお送りします。当日、母子健康
手帳とあわせてお持ちください。
●問い合わせ 保健予防課

q(883)1174

妊娠14週目から32週目くらいま
での妊婦さんが対象です。エアロ
ビクスで妊娠期のストレス解消と
体力の維持・向上を。メディカル
チェックもあります。
とき／５月11日(金)から６月１日(金)
までの毎週金曜日に４回、午後１
時15分～３時　ところ／サンライ
フ秋田　定員／先着20人　受講
料／4,830円　
●申し込み　４月17日(火)午前10時
からサンライフ秋田q(863)1391

お母さんたちが自主的につくっ
た育児サークルに、新しく「モー
モーくらぶ」が仲間入りしました。
牛島近辺にお住まいの平成９年４
月～平成10年３月生まれのお子さ
んとお母さんが対象です。お子さ
んと一緒に遊びながら、地域のお
友達づくりをします。参加無料。
とき／４月20日(金)から毎月第１・
第３・第５金曜日の午前10時～11
時30分　ところ／南部公民館
●申し込み モーモーくらぶの戸
松英子さんq(837)2890

モーモーくらぶ

マタニティビクス教室

子育て総合センターq(863)9555

対
　
象

出産後間もない核家族などのお母さんで、体調不良の
ため身のまわりの事や家事、育児が困難な状態にある
かた(親が訪問、滞在している場合や、里帰りの出産な
どで母子を介助する人がいる場合は対象となりません)

利
用
時
間

利
用
期
間

午前９時～午後５時の間で４時間以内
出産後あるいは退院後１か月のうち10日間。双子など
多胎出産の場合は、その他に出産後１年間に15日間利用
できます

申し込み

サ
ー
ビ
ス
内
容

育児に関すること(授乳、沐浴、おむつ交換など)
家事に関すること(食事の準備や片付け、買い物、掃除など)
お母さんの身体介助に関すること
育児の相談や助言

産後のお母さんに朗報！
ママヘルプサービスを始めます
出産後間もないお母さんのご家庭に、保育士や看護婦など子
育て経験のあるボランティアが訪問し、お手伝いします(ママ
ヘルプサービス)。

小学校入学前のお子さんとご家族のかたに、４月23日(月)か
ら平日の午前中、下記の児童館５か所の遊技室を開放します。
開放時間は毎週月曜日から金曜日の午前９時～正午。ただし、
小学校の夏休み・冬休み期間中などは使えません。
また毎月１回、子育て総合センターの職員が巡回訪問し、踊

りや体操、子育て相談などをします。どうぞおいでください。

●問い合わせ 子育て総合センターq(863)9555

下記の児童館で自由に遊べます

明徳児童センター　　23日(月)午前９時～10時
下北手児童センター 23日(月)午前10時30分～11時30分
広面児童館　　　　　24日(火)午前10時～11時
外旭川児童センター 25日(水)午前10時～11時
高清水児童センター 27日(金)午前10時～11時

開放する児童館　　　　　４月の巡回訪問日

※車でのご来
館はご遠慮く
ださい。

２歳児歯科健康診査

新事業�新事業�

新事
業�

新事
業�

平日の午前中、親子でどうぞ！

利
用
料

１回(４時間以内)につき一般世帯3,280円、市民税非課税
世帯500円、生活保護世帯は無料

明徳児童センター



問い合わせは保健予防課
q(883)1174

■４・７・10か月児健康診査
４か月、７か月、10か月になっ
た日から１か月以内の赤ちゃんを
対象に、市内の委託医療機関で行
っています。個人通知はしません
ので、母子健康手帳別冊をよく読
んで受診しましょう。
まだ母子健康手帳別冊をお持ち

でないかたは、市民課または土崎
支所、新屋支所へどうぞ。
■１歳６か月児健康診査
平成11年10月生まれのお子さん

が対象です。個人通知はしません
ので、直接会場へどうぞ。都合が
悪く、該当する会場で受診できな
いかたはご連絡ください。また、
２歳未満のお子さんは受診できま
すので、まだ受けていないかたも
ご連絡ください。当日は、母子健
康手帳と別冊、バスタオルをお持
ちください。受付時間は午後零時
45分～１時30分です。
※自分がどこの地区に該当するか
は、右の表を参考にしてください。
最寄りの会場へどうぞ。
北部地区＝５月８日(火)、土崎支

所　 中央地区＝５月10日(木)、
市保健センター　 南部・西部
(茨島・下浜・豊岩・浜田)地区
５月11日(金)、市保健センター　
東部・西部(新屋・勝平)地

区＝５月15日(火)、市保健センター　
■３歳児健康診査
平成９年11月生まれのお子さん

が対象です。個人通知はしません
ので、直接会場へどうぞ。都合が
悪く、該当する会場で受診できな
いかたはご連絡ください。また、
４歳未満のお子さんは受診できま
すので、まだ受けていないかたも
ご連絡ください。当日は、母子健
康手帳別冊にある３歳児健康診査

用アンケートと尿検査セット(尿を
容器に採って)を、母子健康手帳と
あわせてお持ちください。受付時
間は午後零時45分～１時30分で
す。
中央地区＝５月16日(水)、市保

健センター　 北部地区＝５月24
日(木)、土崎公民館 南部・西部
(茨島・下浜・豊岩・浜田)地
区＝５月25日(金)、市保健センター
東部・西部(新屋・勝平)地区＝
５月29日(火)、市保健センター　

生後８～９か月の赤ちゃんのい
るかたが対象です。赤ちゃんの月
齢にあった離乳食の進め方を具体
的に指導します。食品の調理法、
試食、栄養士や保健婦、歯科衛生
士による個別指導など。受講無料。
母子健康手帳、筆記用具、おしぼ
りを持って、赤ちゃんと一緒に直
接会場へどうぞ。
とき／４月23日(月)、午前10時～正
午(９時50分までおいでください)
ところ／市保健センター
●問い合わせ　保健予防課

q(883)1174

西部地区にお住まいの０～４歳
のお子さんとお母さんが対象で
す。子育てについての学習や幼稚
園体験入園など。託児もします。
とき／５月７日(月)から来年２月４
日(月)まで、おおむね毎月第１月曜
日に10回、午前10時～正午　とこ
ろ／西部公民館　定員／抽選で35
組　保険料／親子で360円　
●申し込み 往復はがきに、住所、
お子さんとお母さんの名前(ふりが
な)、お子さんの性別・生年月日、
電話番号を書いて、４月22日
(日)(必着)まで、秋田市新屋元町15-
14西部公民館q(828)4217

東部公民館管内にお住まいの４
月２日現在で２～３歳のお子さん
とお母さんが対象です。子育ての
学習やミニ運動会などをします。
とき／5月1日(火)から来年2月まで
の第1・3火曜日に18回、午前10時
～正午　ところ／東部公民館
定員／30組(希望者多数の場合は
抽選となります)
●申し込み 往復はがきに郵便番
号、住所、お子さんとお母さんの
氏名(ふりがな)、性別、生年月日、
電話番号を書いて、４月23日
(月)(必着)まで、秋田市広面字釣瓶
町13-3東部公民館「トン東キッズ」
係q(834)8427

● 元気が大好き 育児コーナー

育
乳幼児健康診査

児
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後期離乳食教室

子育てママのふれあい広場

トン東キッズ

中央

山王、保戸野、八橋、川尻、
川元、旭南、旭北、中通、
大町、南通、東通、泉、高陽、
寺内、千秋、手形

南部
・
西部

楢山、牛島、卸町(柳原新田を
含む)、大住、仁井田、
四ツ小屋、下北手、御野場、
御所野、築山、山手台

茨島、豊岩、下浜、浜田、
向浜

東部
・
西部

手形山、旭川、新藤田、濁川、
仁別、山内、蛇野、添川、
柳田、上北手、太平、横森、
桜、桜ガ丘、大平台、広面

新屋、勝平

北部
土崎、将軍野、飯島、港北、
外旭川、金足、上新城、
下新城

健診
地区名 お住まいの地区名

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲



問い合わせ 秋田市観光案内所q(832)7941

秋田駅の新幹線改札口わきにあった「秋
田市観光案内所」が、３月23日から、改
札口正面に移転しました。
秋田市観光案内所は、市内はもとより

秋田県全体の観光案内の起点として、年
間１万8,000人のかたにご利用いただいて
います。
新しい案内所では、美心いっぱいの担

当者が丁寧に秋田の魅力をご案内してい
ます。県内観光地のパンフレットや市内
の飲食店ガイドもありますので、ぜひご
利用ください。

秋田市観光案内所が
リニューアル

直接事務局に郵送またはご持参くだ
さい。

〒010―0974秋田市
八橋運動公園１―２　中央公民館内
秋田市民憲章推進協議会事務局

q(866)2253

高校未卒業者が大学入学資格を得
られる大検(大学入学資格検定)制度
の説明・相談会です。今年度は大検
の年２回実施、受験科目の減少など
大きな改定があります。参加無料。
とき／５月12日(土)午後１時30分～
４時30分　ところ／ジョイナス
●問い合わせ ＮＰＯ法人教育制度
研究フォーラムq0120(555)018

県出身者で、この４月に国・公・
私立の大学・短大の１年生に入学し
たかたが対象です。
募集人員／国公立大学100人、私立
大学130人　貸与月額／国公立
41,000円、私立52,000円
●申し込み ４月27日(金)まで県育
英会q(860)3552

来年３月に卒業予定の大学・短
大・高専・専修学校などの学生が対
象です。直接会場へ。参加無料。
とき／４月26日(木)午後１時～５時
ところ／秋田ビューホテル
●問い合わせ 県雇用対策室
q(860)2333

「全国障害者市民フォーラムin秋
田」実行委員会では、10月に秋田市
で開催されるこの全国的イベントの
ＰＲポスターを募集しています。思
わず外に出たくなるような、明るく
楽しいポスターをお待ちしていま
す。ご協力を。５月８日(火)締め切り。
●問い合わせ 実行委員会の森木藍
さんq(866)4677

障害のある人たちの共同作業所
「つどいの家」(浜田)では、５月12日
(土)・13日(日)にアトリオンで開く手
づくりバザー展へ出品する手づくり
品や材料、また、つどいの家でお手
伝いをしてくれるボランティアを募
集しています。
●問い合わせ つどいの家の菊地さ
んq(828)4472

案内

改定大検制度
かいていだいけんせいど

の説明
せつめい

・相談会
そうだんかい

ポスターデザイン募集
ぼしゅう

つどいの家
いえ

で募集中
ぼしゅうちゅう

ふるさと就職
しゅうしょく

ガイダンス

県育英会
けんいくえいかい

の奨学生募集
しょうがくせいぼしゅう
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県ラグビー協会では「神戸製鋼」
対「サントリー」戦を中心とした、ラ
グビー競技普及イベント「楕円球キ
ャンペーン2001 来来(らいらい)らぐ
びい」の一環として、フリーマーケッ
トを開催します。出店希望のかたは、
ふるってご応募ください。両日とも
100区画予定しており、応募者多数の
場合は抽選。雨天中止です。
日　時：５月12日(土)、13日(日)

午前９時～午後４時
会　場：八橋陸上競技場周辺
出店料：神戸製鋼対サントリー戦の
入場券(前売1,500円)を１枚購入して
いただくか、出店料1,000円を支払
うか選択できます。
申し込み：往復はがきに、希望日と
住所、氏名、電話番号を書いて、４
月27日(金)まで、〒010―0001秋田市
中通五丁目10―16 文京堂内「来来
らぐびい」事務局まで。２日間とも
出店する場合は２通必要。
問い合わせ：「来来らぐびい」事務
局q090-2977-0512

秋田市民憲章推進協議会では、創
立40周年と「市民憲章運動推進第37
回全国大会」が平成14年10月に秋田
市で開催されることを記念して、作
品を募集します。
「次代を担う子らと共に～心豊か
なまちづくり～」がテーマ。市民憲
章の趣旨に沿った内容でご応募くだ
さい。１人１点とします。

●ポスター原画 最優秀作品は、大
会ポスターとして使われます。
●作文 400字詰め原稿用紙２枚以内
●書写・書道 半紙で、小学１年
「ひと」２年「きまり」３年「はな火」
４年「文化の町」 ５年「交通安全」
６年「伝統行事」 中学１年「竿燈妙
技」２年「環境美化」３年「健康明
朗親切」
●短歌・俳句・川柳

●短歌・俳句・川柳
７月21日(土)まで、

小中学生は学校を通じて、一般は住
所、氏名、電話番号を明記のうえ、

小中学生対象

一般対象

応募方法

提出・問い合わせ

市民憲章
しみんけんしょう

で作品
さくひん

募集
ぼしゅう

「来
らい

来
らい

らぐびい」の
フリーマーケット募集

ぼしゅう

丸沼芸術の森所蔵

アンドリュー・ワイエス
水彩素描展

とき ４月14日(土)～５月20日(日)
ところ 秋田市立千秋美術館アトリオン内
観覧料：一般600円　高・大学生400円

小中学生無料

【記念講演会】
講師：岡部幹彦氏(美術史家)
日時：４月29日(日)午後２時～
会場：千秋美術館３階講堂

【列品解説】
４月18日(水)、５月６日(日)、13日(日)
いずれも午後２時～

●問い合わせ 千秋美術館q(836)7860

「オルソンの家」
アンドリュー・ワイエス
◯AndrewWyethｃ

アメリカン・リアリズムの代表的作家、
アンドリュー・ワイエス(1917― )の詩情豊
かで透明感あふれる作品をご覧ください。

▲
▲



昔話絵本昔話絵本

市立図書館が祝日も開館！！

放送番組の詳しい日程は、
広報課へどうぞq (866)2034

21 広報あきた　４月13日号

テレビ
ガイド

先着800人のかたにピラカンサの苗木を
プレゼント。樹木医などによる緑の相談コ
ーナー、開会前には県警音楽隊の演奏も。
街頭募金への協力もお願いします。
と　き：４月29日(日)「みどりの日」、

午前10時45分～
ところ：秋田駅前アゴラ広場
●問い合わせ 市緑化推進委員会

q(866)2154(公園課内)

今回は「ナレーション入りの演奏」を行
い、クラシック音楽を多くの市民のみなさ
んに楽しんでいただきます。演奏曲はプロ
コフィエフの「ピーターと狼」、「青少年の
ための管弦楽入門」、「リエンツィ」序曲、
「道化師」間奏曲など。
と　き：４月30日(月) (振替休日)午後２時開演
ところ：アトリオン音楽ホール　
前売券：一般1,000円、小・中・高生500円

(プレイガイド、楽器店で発売中)
●問い合わせ 秋田市管弦楽団の畠山久雄
さんq(857)0439

「10代への性教育」をテーマに、思春期
の性の問題への関わり方、性教育のあり方
を考えます。学校職員、父母、助産婦のか
たなどが対象です。直接会場へ。入場無料。
と　き：４月21日(土)午後１時～３時
ところ：千秋会館
●問い合わせ 産婆の家の後藤佐恵子さん

q(880)2705

寝たきりや痴呆のかたを家庭で介護して
いるかたが、日ごろの悩みや思いを話し合
う場です。直接会場へ、お気軽にどうぞ。
参加無料。
と　き：４月26日(木)午後１時30分～３時
ところ：市保健センター
●問い合わせ 介護者のつどい代表者の廣
田伴三郎さんq(863)0935

催し物
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中央図書館明徳館、土崎図書館、新屋図書館は、今年
度から祝日も開館します。振替休日のハッピーマンデー
も開きますので、ご家族でご利用いただける日が増えま
す。どうぞご来館ください。

平日 10：00～19：00
土・日・祝日 10：00～17：00

月曜日(月曜日が祝日・振替休日の場合は翌日の火曜日)
月末(資料整理日)
特別資料整理期間(11月18日～30日)
年末年始(12月29日～１月４日)

開館時間

休 館 日

問い合わせ 中央図書館明徳館q(832)9220

原
画
展

松居直氏講演会「昔話絵本を考える」

入場料 一般500円(当日600円)
子ども300円(当日とも)４歳以上

※チケットは、新屋図書館、トピコ、秋田
ニューシティー、生協各店、加賀谷書店
本店・仁井田店・イオン、平安堂秋田茨
島店、イースターバニーで発売中！

●５月19日(土)午後２時～４時（開場は午後１時30分～）
●ももさだホール(入場料1,000円)

往復はがき１枚に１名の氏名、住所、電話番号を
書いて、４月28日(土)まで、〒010―1632秋田市新屋大川町12―
26 新屋図書館内「むかしばなし絵本原画展実行委員会」まで。
定員は抽選で200人。問い合わせは新屋図書館q(828)4215
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申し込み

子どものころに出会った美しい感動は、
豊かな思い出として心の奥深く輝きなが
ら、強く生きてゆく力となるでしょう。

休
日
は
ゆ
っ
く
り
読
書
で

4/13(金) 4/17(火)

●小学生の生涯学習
～楽しく英語を学ぶ～

●シリーズ人
美短新学長・石川好氏

●「どじょっこふなっこ」発祥地

4/18(水) 4/24(火)
ABS 秋田市だより

月～金
土
午前10時25分～
午後 ３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金
日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　　

５
分
間
番
組

●新屋図書館おはなしの会

●太平山リゾート公園
予約開始

●市民ゴルフ場オープン

▲▲

▼

市立図書館が祝日も開館！！



40人（当日も受け付けます）。
とき／４月19日(木)から来年３月ま
での木曜日に40回、午後６時30分
～８時　ところ／ジョイナス　会
費／月1,000円　教材費／年間約
3,000円
●申し込み 秋田にほんごの会の伊
藤さんq(823)8778(FAX兼) 金谷さ
んq(834)2725(FAX兼)

運動不足の解消にいつでも、どこ
でもできるミニテニス。定員40人。
とき／5月9日(水)、15日(火)、23日
(水)、30日(水)、6月6日(水)の５回、
午前10時～正午　ところ／茨島体育
館　参加料／500円
●申し込み 4月27日(金)まで体育
課q(866)2247

いずれも５回の教室です。申し込
みは、はがきに住所、氏名、年齢、
電話番号、コース名を書いて、４月
25日(水)まで、〒010―1412秋田市
御所野下堤五丁目1-1 中央シルバ
ーエリアコミュニティセンター。多
数の場合は抽選。q(829)2151
㈰小学校低学年水曜コース＝5月9日
(水)から　㈪幼児(4歳以上)木曜コー
ス＝5月10日(木)から　㈫幼児（4歳
以上)金曜コース＝５月11日(金)から

㈬一般金曜コース＝５月11日(金)か
ら　㈭水中運動教室水曜コース＝5
月9日(水)から
※㈰㈪㈫は午後３時30分からで
1,100円。㈬㈭は午前10時からで
2,650円。

受講料1回630円。申し込みは秋
田テルサq(826)1800
■エアロビクス＝４月17日(火)・20
日(金)・24日(火)午後６時15分～、
４月28日(土)午前10時30分～　
■ステップエクササイズ＝４月18日
(水)午後６時15分～、４月24日(火)
午後1時30分～　■親子ビクス＝４
月28日(土)午後２時～　■バドミン
トン＝４月19日(木)・26日(木)午後
６時30分～、４月20日(金)・27日
(金)午前10時～　■ビニールボール
バレー＝４月19日(木)・26日(木)午
後1時30分～　■ダンベル＝４月20
日(金)・27日(金)午前10時15分～

健康測定を行い、無理なく楽しみ
ながらトレーニング。18歳以上対象。
定員10人。参加料2,900円。
とき／４月25日(水)から５月23日
(水)まで毎週水曜日に５回、午前10
時～正午　ところ／秋田テルサエク
ササイズルーム　

●申し込み 秋田テルサ

q(826)1800

心肺蘇生法や応急手当の仕方を実
習します。参加無料。
とき／４月22日(日)午前9時～正午
ところ／秋田南消防署
●申し込み 4月18日(水)まで秋田
南消防署q(839)9551

石油機器技術管理講習・認定試験
は６月11日(月)・12日(火)、みずほ
苑で。再講習は６月13日(水)、秋田
テルサで。申し込みは４月16日(月)
から５月18日(金)まで消防本部予防
課q(823)4247へ

は
な
金
情
報

●人権・困りごと
●交通事故
●法　　律　

●登　　記

４月 26日 (木)､午後１時～４時
５月 2日 (水)､午前９時～午後３時
５月 7日 (月)、午前９時～正午
５月 10日 (木)、午前９時～正午(会場は新屋支所)
５月 8日 (火)、午後２時～４時

市民相談室
し み ん そ う だ ん し つ

の無料相談
むりょうそうだん

市役所１階の市民相談室
で行います。法律相談の事
前申し込みは４月17日(火)
から受け付けます(各先着
８名)。その他の相談は、
当日受け付けし、相談の順
番は抽選で決めます。

ミニテニス教室
きょうしつ

石油機器技術管理
せ き ゆ き き ぎ じ ゅ つ か ん り

の講習
こうしゅう
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南消防署
みなみしょうぼうしょ

の救命講習会
きゅうめいこうしゅうかい

●問い合わせ 市民相談室q(866)2039
新屋 支 所q(888)8080

テルサEnjoyスポーツ

テルサ健康
けんこう

トレーニング

初心者水泳教室
しょしんしゃすいえいきょうしつ

ＩＴ講習は次号で
「ＩＴ講習会」につい
ては、広報あきた４月
27日号および広報折り
込み広告でお知らせし
ます。今回の５ページ
もご覧ください。

●●●生涯学習室

寝たきりや痴呆にならない(しない)ためには、生
きがいを持ち、仲間をつくり、どんどん外へ出か
けることが大切です。月１回この教室に参加して、
仲間とふれあい、心と身体を元気にしましょう。
軽い体操やレクリエーション、作品づくりなど

をします。定員は20人程度。参加無料です。

ふれあい元気教室にご参加を！！

保健予防課q(883)1178

●
対
象
と
な
る
か
た

申し込み

病気や加齢により身体機能の低下がある40歳以
上のかたで、会場へ通うこと(家族送迎も含む)が
可能な次のようなかた。ただし、介護保険の要支
援・要介護の認定を受けたかたは除きます。
◎健康に自信がなく、体を動かす機会がほとんど
ない
◎友人や隣近所との交流が少なく、家の中に閉じ
こもりがち
◎脳卒中後遺症などの障害があっても、日常生活はほぼ
自立している

●５月８日(火)から１年間、毎月おおむね第２火曜日
●八橋の市保健センターで

次の４人のかたが法務大臣か
ら人権擁護委員に委嘱されまし
た。人権擁護委員は、基本的人
権が侵害されないよう、いじめ
や体罰、家庭内の問題、隣近所
の問題などの相談に応じます。
■秋田市の人権擁護委員
●面山恭子さんq(865)8175
●大野光子さんq(834)2226
●伊岡森久明さんq(839)7124
●早川ヒトミさんq(823)1044

人権擁護委員
じ ん け ん よ う ご い い ん

にご相談
そうだん

を



ワード2000を使って文書作成の基
本を学びます。先着20人。
とき／４月21日(土)、22日(日)の2
日間、午前９時～午後４時　とこ
ろ／ポリテクセンター秋田(天王町）
テキスト代／3,000円
●申し込み ４月17日(火)午前8時
30分から北部公民館q(873)4839

60歳以上のかたが対象です。健
康と生きがいをもとめて一緒に学
びましょう。
とき／5月10日(木)から来年３月ま
で毎月１回　ところ／南部公民館
●申し込み 南部公民館

q(832)2457

東部地区の60歳以上のかたが対
象です。今年は「人権」をテーマに
学習。定員50人(多数の場合抽選)。
とき／５月16日(水)から来年３月6
日(水)まで毎月第１水曜日、午前10
時～正午　ところ／東部公民館
●申し込み 往復はがきに、氏名、

生年月日、住所、電話番号を書いて、
４月24日(火)まで、〒010-0041秋
田市広面字釣瓶町13―３　東部公
民館シルバーカレッジ東部担当

q(834)2206

東部公民館管内に住む女性が対
象です。教養を高め、心豊かに過
ごすために。定員50人。希望者多数
の場合は４月23日(月)に公開抽選。
とき／5月10日(木)から来年３月ま
で毎月第２木曜日に10回、午前10
時～正午　ところ／東部公民館
●申し込み 往復はがきに、住所、
氏名(ふりがな)、生年月日、電話番
号を書いて、４月22日(日)(必着)ま
で、〒010-0041秋田市広面字釣瓶
町13―３　東部公民館「ミセスカ
レッジ東部」係q(834)2206

いずれも在職中の女性が対象で
す。パソコンは男性も可。学生は
除きます。申し込みは４月18日(水)
午前９時から女性学習センター

q(832)2191
■ワード2000基礎講座＝パソコン
初心者が対象です。基本操作から
文書作成、印刷まで。５月８日(火)
から17日(木)までの間に８回、午後
６時～８時30分、中通四丁目の安

田生命秋田ビル６階で。先着で男
女15人。受講料3,000円。
■新日本舞踊講習＝初めてのかた
でも楽しく踊れる「かっぽれ」を学
びます。５月10日(木)から31日(木)
まで毎週木曜日に４回、午後１時
30分～３時。先着で女性20人。受
講料500円。
■硬式テニス教室(午前の部)＝初心
者対象。５月14日(月)から25日(金)
までの月・水・金曜日に５回、午
前10時～正午。先着で女性20人。
受講料2,500円。
■硬式テニス教室(夕方の部)＝初心
者対象。５月14日(月)から25日(金)
までの月・水・金曜日に５回、午
後５時30分～日没。先着で女性20
人。受講料2,300円。

秋田大学中国人留学生が講師です。
①毎週月曜日午後６時～８時、県
社会福祉会館　②毎週火曜日午前9
時30分～11時30分、ジョイナス
③毎週水曜日午後６時～８時、せ
きやホール　月謝2,000円
●申し込み 秋田県日中友好協会
の根田さんq(863)2899

市内に住む外国出身のかたを対象
に、初級日本語を教えます。先着
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講座

女性学習
じょせいがくしゅう

センターの講座
こ う ざ

ミセスカレッジ東部
と う ぶ
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中国語講座
ちゅうごくごこうざ

外国
がいこく

のかたに日本語
に ほ ん ご

教
おし

えます

シルバーカレッジ東部
と う ぶ

高齢者学級
こうれいしゃがっきゅう

「南星大学
なんせいだいがく

」

北部公民館
ほくぶこうみんかん

パソコン教室
きょうしつ

壮年以上のかたを対象に、八橋の市老人福祉センター
で開きます。受講無料(材料費は自己負担）。
■生き生き健康講座＝薬の知識あれこれ、食事と栄養に
ついてなど。６月７日(木)・21日(木)・７月５日(木)の３
回、午後２時～３時(６月７日は午後１時～２時)。定
員30人。
■初めてのゲートボール教室＝初心者のかたにも基礎か
ら教えます。５月24日(木)から７月26日(木)まで第２・
第４木曜日に５回、午後１時30分～３時30分。定員
20人。
■陶芸教室＝５月19日(土)から12月１日(土)まで第１・第

３土曜日に12回、午後２時～４時。定員20人。
■実用書道教室＝冠婚葬祭の表書きなど、日常生活に役
立つ書道の練習。５月26日(土)から12月８日(土)まで第
２・第４土曜日に13回、午前10時～正午。定員25人。
■ペン習字教室＝ボールペンや筆ペンなどを使い美しい
文字を書く練習。５月16日(水)から12月５日(水)まで第
１・第３水曜日に13回、午前10時～正午。定員25人。

４月27日(金)まで(土・日除く)、午前10時～
午後３時に、秋田市社会福祉協議会q(862)7445
応募者多数の場合は抽選となります。

「けやき大学
だ い が く

」の前期受講生
ぜ ん き じ ゅ こ う せ い

を募集
ぼ し ゅ う

申し込み

ひらがなで笑う黄色い帽子 春 ヒサト
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●千秋公園
期間中の土・日曜日、祭日に二の丸ステージで
イベントを予定。夜は公園内をライトアップ。
久保田城御隅櫓＝期間中、午後７時まで開館
佐竹史料館＝期間中、午後７時まで開館
千秋公園売店＝11月15日まで営業

秋田の歴史に関する本も販売

●高清水公園桜まつり
４月19日(木)～30日(月)

▲
▲

父が残した街の写真と同じ場所を私自身も撮影して
います。ふと小さい頃一緒に歩いた懐かしい思い出も
よみがえってきます。いつか親子３代にわたる写真展
を開けたらいいですね(笑)。頭の片隅に残る30年代の
秋田の街。昔話に花を咲かせてください。

秋田市の街並みが大きく変わった秋田市の街並みが大きく変わった

昭和昭和3030年代年代。。その様子を日記のよその様子を日記のよ

うに撮り続けた秋田市のアマチュアうに撮り続けた秋田市のアマチュア

カメラマン・越前谷国治さんカメラマン・越前谷国治さん。。4040

冊以上のアルバムに整理された秋田冊以上のアルバムに整理された秋田

の懐かしい風景をご覧くださいの懐かしい風景をご覧ください。。

４月15日(日)～５月27日(日)

●赤れんが郷土館で開催！

開館時間：午前９時30分～午後４時30分
入館料：大人200円、中学生以下無料

４月19日(木)～30日(月)

国治さんの息子さん

http://www.city.akita.akita.jp/city/in/cm/sakura/default.htm

●新屋観桜会(新屋大川)
４月19日(木)～30日(月)

●太平川観桜会
４月20日(金)～30日(月)

▲

イベント内容は
ここでチェック！

※後期は6月2日（土）～7月8日（日）

新屋観桜会

皇太子の成婚を祝う秋田駅(Ｓ34.4.9) 民衆駅建築中の仮駅舎(Ｓ36.7.24) 柳町にあった第一劇場(Ｓ37.8.21)

明田踏切西(Ｓ38.10.11) 池永小路を望む(Ｓ37.8.11)手形堀反町(現・千秋久保田町)(Ｓ37.6.21)

先代の新川橋はすべて木製(Ｓ37.6.16)

土手長町の秋田警察署前(Ｓ37.4)

大町四丁目の加賀正(Ｓ37.11.2)

カメラマンの越前谷さん宅も浸水

大雨で氾濫した旭川(S30.6.26)

秋田駅建て替え後の駅前バス乗り場(Ｓ36) 路面電車が往来した広小路(Ｓ37.7.9)
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